
こども天国でお仕事体験
玖波公民館
　夏休みの１日を楽しみながら学ぶ『こども天国インKUBA』が開催
され、約230人の子どもたちが来場しました。警察署や郵便局、地元
企業などが、各業種の特色を生かしたブースを設置。子どもたちは、
貴重な職業体験をしました。
　郵便局のコーナーで、平池良恵さん（大竹小５）は、大阪のおばあさ
んに、「コロナの影響で帰省できないけど、落ち着いたら会いに行き
ます」と手作りはがきにつづります。
　柱や屋根などの建材で、広さ１坪の家の棟上げ体験は人気の的。協
力して建材を運び、組み立てる作業を通して、建物の仕組みを知るこ
とができたようです。吉川敦悠くん（大竹小６）は、「屋根を持ち上げ
るのが重くて難しかった」と言いながらも楽しげな表情。
　そのほかにも、光で動くソーラートレインの組み立てや、お金の仕
組みを知るオークション、バーチャルリアリティー映像の体験など
で終日にぎわいました。

5KUBA男パン職人が、ベーコンエピや
BLTサンドなど６種類のパン作りに腕を振
るいます。6手作りパンは、おいしいな。

9みんなで屋根材を持ち上げます。10見事完成。ここまで
約45分。

3自動車のドアを解体、組み立て。
4太陽光で走るソーラートレイン完成。
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８月１日、玖波公民館で行われた『紙ヒコーキ大会』に、
23人の子どもたちが参加しました。日本紙飛行機協会イ
ンストラクターの中野侃さんの指導で作った、ジェット
機型の紙飛行機で飛距離を競います。紙飛行機に輪ゴム
をひっかけ、矢を射るようにして遠くに飛ばします。子ど
もたちからは「思った以上に飛んだ」「まっすぐ飛ばずに
曲がる理由が分からず悔しい」などの声も。優勝者は最長
飛距離25ｍを記録しました。

3大竹高校２年の藤川琴美
さん（左）と山中詩織さん
（右）が司会進行を務めまし
た。4小・中・高校生代表が
「叫魂」像に折り鶴を献納。

1８時15分。黙とうが捧げられました。
2伊舎堂翔くん（大竹高）と登田唯知花
さん（玖波中）の「平和への誓い」

5遺族、一般参列者が祈りを捧げます。6菊の花が手向けられます。
7子どもたちも平和な世の中を願います。

８月３日、栄公民館の『ペーパーバッグづくり教室』に小
学１～６年生が参加。森本由紀子さんの指導で、バッグと
ごみ箱を作りました。英字新聞を使って作ったバッグは、
おしゃれ感いっぱい。「レジ袋が有料になりました。古新
聞やチラシを再利用することで、ごみを減らそうと思っ
てほしい。帰ってから、どうやって折ったかもう一度確か
めてみて」と森本さん。日頃から折り紙に親しんでいる子
どもたちは、作り方の飲み込みが早いようです。

８月11日、らんらんカレッジサマースクールで『ボルダ
リング教室』が開催され、10人の小学生が岩登りに挑戦
しました。高さ４ｍの人工の壁面に取り付けられたホー
ルドという石をつかんで、難易度によって色分けされた
ルートを身一つで攻略するというもの。最初にコツを教
えてもらった子どもたちは、自分の好きな壁面にチャレ
ンジ！水島早彩さん（大竹小２）は「振りをつけて登って
いくのが楽しかった」とうれしそうに話してくれました。
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